
ダムを知ろう！やりたいことを考えよう！

ダムの特性を知り、
やってみたい活動を話し合いました。

安威川ダム周辺プランワークショップ①

2015年6月27日（土）、 雨が降ることが心配される中、安威川ダム建
設事務所5階大会議室には、 57名の参加者が集まりました。 ワーク
ショップ第1回目のテーマは「ダムを知ろう！やりたいことを考えよう」。
ダムを目で見て知る現地見学と、 テーブルワークの二部構成です。
現地見学では、安威川ダムを知っていても現地を見たことがない人も
多く、 安威川ダム建設事務所の職員さんの説明をもとに、みなさん熱
心に聞かれておりました。 テーブルワークでは、現地で見つけた魅力
をみんなで共有し、安威川ダムでやってみたいことを話し合いました。
人によって魅力だと感じる視点が違うので、様々な意見が交わされま
した。
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はじまりのあいさつ
現地見学
・安威川ダム資料館前
・車作橋
レクチャー
専門家委員会とWSの関係
テーブルワーク
やってみたいことを考えよう
閉会のあいさつ

2015.6.27.
saturday



次回のワークショップは、 10月17日（土）14:00〜16:00
大阪府安威川ダム建設事務所5階大会議室です。

3台のバスに分かれて安威川ダム周辺をまわりました。 安威川ダム建設
事務所から出発し、ダムを一望することができる「安威川ダム資料館」
と、 ダム湖の上流部に位置する「車作橋」に立ち寄りました。
眺望の良さが特徴的な「安威川ダム資料館」では、ダム建設に至る経
緯や水が溜まった時の水位などの簡単なレクチャーを受けました。
「車作橋」では、橋の上から安威川を見下ろし、谷の深さや自然の豊か
さを体感しました。 また橋付近には、 ビオトープがあることや、左岸では
地元の人が農業をしていることが分かりました。 車作橋付近はダムがで
きても今の景色とほとんど変わらないということを聞き、自然の活用や保
全について、 イメージを巡らせました。

上：安威川ダム資料館からの展望
下：車作橋からの展望

やってみたい活動アイデアを話し合いました
現地見学で見た、安威川ダムの「魅力だと思ったこと」と「魅力を活かし
てやってみたいと思うこと」を6つのテーブルに分かれて出し合いました。
緑の豊かさや水質の良さといった、恵まれた自然環境の存在が数多く挙
げられました。 これらの自然環境を守り・育てていく必要性があることや、
豊かな自然を活かした環境学習や、 カヤックやウォーターボールといっ
た湖面活用のスポーツをやってみたいというアイデアが提案されました。
また、安威川周辺地域に古くから残る文化を広める必要性も挙げられました。 車作橋周辺で見られた農地
からヒントを得、 この地域でとれる食材を使った食育やレストランの実施、農体験をやってみたいといったア
イデアが挙げられました。 みなさんが提案された意見はどれも、「やってみたい」だけではなく、 地域の資源
と連携した活動アイデアが挙げられていることから、今後の安威川ダムの周辺プランづくりにおいて、地域と
の関連性は非常に重要なキーワードであると思えます。

第1回ワークショップについてのアンケート結果
何を見て
参加されましたか？

多くの一般市民の方が参加され、前向きなディスカッションをさ
れ、関心の高さが分かりました。
価値観が違う人が集まって話し合いができ、ユニークなアイデア
をたくさん見ることができ良かった。
ダムが完成する前に現地を見学したり、ダムの利用方法を考える
など、日常では中々体験できない経験ができた。
街づくりのプロセスを垣間見ることができた
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ダム現場とダム周辺を見学して、
完成後のイメージを深めました


